
 

A～C: 対象酒から抽出精製した鋳型DNA使用の3種類のPCRの結果
D: ｺｼﾋｶﾘ精米からの鋳型DNAを使用したPCRの結果
A: ﾌﾟﾗｲﾏｰM11によるPCR結果、B: ﾌﾟﾗｲﾏｰB43によるPCR結果
C: ﾌﾟﾗｲﾏｰG22によるPCR結果、D: ｺｼﾋｶﾘｷｯﾄ(M11,B43,G22)による
PCR結果（ｺｼﾋｶﾘはこれら3種類のﾌﾟﾗｲﾏｰで増幅バンドが出現する）
1: 酵素・70%EtOH法による酒の鋳型DNA
2: CTAB法による酒の鋳型DNA、3: CTAB法による精米の鋳型DNA

結論（１）：上図A,B,Cで、常法（２）では全く増幅
DNAが出現せず、酒が試料の場合は、左図の
酵素・70%EtOH法（上図１）によって鋳型DNA
を抽出精製する必要があることがわかる。

結論（２）：上図Cで、ｺｼﾋｶﾘ特有のG22ﾌﾟﾗｲﾏｰ
による増幅バンドが出現しないことから、対象酒
の原料米は、ｺｼﾋｶﾘではないことがわかる。
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凍結乾燥した日本酒（ワイン）
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図１．醸造酒からのDNAの抽出・精製方法 図２．「ｺｼﾋｶﾘ100%」と表示された酒の分析例 
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1:ﾒﾙﾛｰ、2:ｼｬﾙﾄﾞﾈ、3:ﾒﾙﾛｰ、4:ｶﾍﾞﾙﾈｿｰｳﾞｨﾆｮﾝ
5:ﾋﾟﾉﾉﾜｰﾙ、6:ｼｬﾙﾄﾞﾈ、7:ﾘｰｽﾘﾝｸﾞ、8:甲州

1:ｶﾍﾞﾙﾈｿｰｳﾞｨﾆｮﾝ、2:ｶﾍﾞﾙﾈﾌﾗﾝ、3:ｼｬﾙﾄﾞﾈ、
4:ﾒﾙﾛｰ、5:ﾘｰｽﾘﾝｸﾞ、6:甲州

A:ﾌﾟﾗｲﾏｰA7によるPCR結果
B:ﾌﾟﾗｲﾏｰB43によるPCR結果
C:ﾌﾟﾗｲﾏｰNG4によるPCR結果
M:DNA分子量ﾏｰｶｰ、1:麹菌、2:酵母、
3:山田錦（米）、4:五百万石（米）、5:雄町（米）、
6:美山錦（米）、7:市販の酒A、8:市販の酒B、
9:市販の酒C、10:市販の酒D

 
図３．酒米及び市販日本酒の原料米判別 図４．ブドウの葉とワインを試料とする判別例 
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   図５．ブドウの葉及びワインからPCRで増幅したDNAの塩基配列の一致 




